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四季の営農ワンポイントアドバイス

高温対策資材
準備しよう！！
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主　な　特　徴

・�アミノ酸や低分子ペプチドを含む有機体の窒素を含有しており、植物体への直接
吸収効果が期待できます。

・低温または高温・低日照など環境条件が悪いときに効果的に働く液肥です。

使用目的 成　分（％） 量　目 使用倍率 使用方法

・�低温または高温対策を
兼ねた追肥として

・�干ばつ対策として

チッソ：4.0
リン酸：4.0
カ　リ：3.0

500ｍｌ 200～400倍
（農薬混用時は500倍）

葉面散布
または
土壌灌注

ワンポイント 移植、定植時、生育初期に施用すると、根量を増加させ根の
活着促進が期待できます。
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主　な　特　徴
・天然糖類『トレハロース』を主成分とした液剤です。
・トレハロースが耐寒性を向上させ凍霜害対策に有効です。
・�浸透圧を高めることで裂果軽減、保湿作用による高温・干ばつ時のしおれ軽減や
鮮度保持としてご活用ください。

使用目的 成　分（％） 量　目 使用倍率 使用方法
・凍霜害対策
・高温、干ばつ対策
・しおれ対策
・果実の裂果対策
・鮮度保持

リン酸：1.5
カ　リ：1.0
苦　土：1.5

1.1ｋｇ

250～300倍
（凍霜害、低温時）
300～500倍
（高温干ばつ、萎れ対策）

主に
葉面散布
（土壌灌注も可）

ワンポイント 低温対策には定植数日前と定植後の２回使用がおすすめ。

主　な　特　徴
・不良環境下でも根から水分・養分の吸収を促進
・�「グリシンベタイン」は、植物の細胞内に留まり浸透圧を上げ、根から水分や養
分の吸収を促進させます。

使用目的 成　分（％） 量　目 使用倍率 使用方法
・�環境ストレス（高温、低
温、乾燥）緩和

・�霜や凍結などによる葉
の傷みを軽減

・しおれ・葉枯れ防止
・微量要素欠乏症の緩和

チッソ：1.5
リン酸：0
カ　リ：3.5
グリシンベタイン
ラフィノース、ほか

1.1ｋｇ 1,000倍
葉面散布
または
土壌灌注

ワンポイント 移植、定植時、生育初期に施用すると、根量を増加させ根の
活着促進が期待できます。

主　な　特　徴

・通常の遮光ネットよりも高価ですが温度抑制効果の高い遮熱タイプとなります。
・光量の低下を抑えつつ温度の上昇を抑える効果があります。

使用目的 使用方法 遮光率 使用時期目安

・�高温時の温度
抑制

・しおれ対策

被覆
（外側・内側可）

20～25％ アスパラ 7月中～8月下頃まで

30～35％ トマト、ほうれん草、
花き類 7月中～8月下頃まで

40～45％ その他野菜類 適宜使用

※各資材によってはＪＡ資材店舗に在庫が無い場合がございます。
　お問い合わせの上お買い求めください。
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